
派手な技や難しい技で、多くの人を
楽しませたり、感動させたりすること
ができるのが最大の魅力の一つです。
地域の夏祭りやイベント、そして滋
賀大の学園祭だけでなく他大学の
学園祭にも出演し、年間で合計約20
公演に出演しています。これからも
多くの人を楽しませたいです。

華麗な技で観客に驚きと感動を！
多彩に活躍するジャグリングサークル

ソフトテニス部

昨年度の秋季リーグでは３位となり、
東海３部リーグ残留という成績を収
めました。部員数の少ない中ではあり
ますが、一人ひとりが技術や体力の
向上を目標とし、東海リーグ２部昇
格をめざし日々の練習に取り組んで
います。また、部活動以外の場面で
も、仲良く雰囲気の良いチームです。

秋季リーグ3位のバレーボール部。
部員全員一丸となって活動中

私たち教育学部ヨット部は、3回生4名、
2回生4名の7名で活動しています。
人数が少ないため、先輩後輩関係な
く仲が良い部活です。風を受けて進
むヨットに乗れば、心地よい風と共
に琵琶湖を走りぬける感動が忘れら
れないものになるはずです。ヨットで
琵琶湖を堪能してみませんか？

昨年度、私たちは、近畿国公立大会で
男女ともベスト4という功績を挙げま
した。また、滋賀県卓球選手権では
個人戦で優勝を果たすことができま
した。この戦績をかんがみて、今年度
は個の集積としてのチームのスキル
アップをめざし、団体戦入賞を目標
に勇往邁進していきたいと思います。

琵琶湖をわたる風と共に走る
ヨット部で感動を味わおう

近畿国公立大会でベスト4。
男女共に躍進を続ける卓球部

CLUB & CIRCLEPick up

関西学生リーグにおいて男子3部、女子5部に所属し、経済学部・データ

サイエンス学部・教育学部合同で大会に参加しています。男女、初心者

経験者関係なくみんなで練習し、「教え合い・高め合い」をモットーに、和

気あいあいと真剣に練習に取り組んでいます。50人近くになる大所帯で

すが、部員一人ひとりが各自の目標を設定し、その目標達成に向け、全

力でソフトテニスを楽しんでいます。

全日本高校・大学生書道展（通称：高大展）という1万点を超える大作の

中から学生書道のグランプリを決める展覧会があります。毎年出品に向

けて、週に２日の部活の時間はもちろん、授業の空き時間や休日も利用

し、作品制作に励んでいます。未経験者が多いため、初めて書く大作の

紙面の大きさに圧倒されながらも、先輩、後輩の区別なく互いに作品を

批評し合い、切磋琢磨しています。私たちは、みんなで同じ作品を書くの

ではなく、古典的名筆に学びながらそれぞれが違う系統の作品を書くた

め、お互いに刺激し合うなかで書道への興味も高まっていきます。

森中 初花
教育学部 明誠学院高校（岡山県）

このような大変名誉ある賞を受賞で
きたことに、身の引き締まる思いです。
「きれいな作品を書く」ことと共に、
「自分の感情を筆と紙に乗せて書く」
ことの大切さと楽しさを教えてくだ
さった中村教授や部員のみんなに、感
謝しています。今後は、部としても個人
においても、さらなる目標を掲げて、

一人ひとりの技術の向上を図り、一同、

精進していきます。

「漢字」「かな」「漢字かな交じり文」「篆刻」の
4部門に挑む書道展で、それぞれが成長

2019年9月に長野県松本市で開催されました、第8回全日本国・公立大

学対抗ソフトテニス大会において男子Aチームが見事優勝を果たしまし

た。前年度の第7回大会では準決勝敗退と悔しい思いをし、今年こそは

優勝しようと挑みました。試合当日は会場が強風に襲われるアクシデン

トのうえ、優勝のためには4校総当たりの予選リーグ後、決勝トーナメン

トにおいて3回勝ち抜かなくてはならない険しい道のりでした。そんなコ

ンディションの中でも、足を動かしラケットを振り抜き、いつも通りのパ

フォーマンスを維持できたのは、前年度の敗戦から厳しい練習を積み、

それが成果と自信を生み出したからであると自負しています。決勝戦に

は、いつも苦楽を共にする仲間たちも応援に駆けつけ、チーム全体で盛

り上がり、滋賀大旋風を巻き起こしました。部員全員で掴み取った全国

大会優勝という結果は、私たちの日本一のチームワークと、日本一の努

力を証明してくれたと思っています。

前年度の準決勝敗退の悔しさをバネに、
厳しい練習を乗り越えつかんだ栄光

建仁寺での卒業制作展の様子練習を重ねた2019年の夏合宿にて

喜びを爆発させる男子Aチームメンバー

大賞受賞作品

「第24回全日本高校・大学生書道展」にて
森中初花さんが大賞受賞！

第8回全日本国・公立大学対抗ソフトテニス大会で
男子Aチームが優勝を果たす！

▲ ▲

彦根キャンパス

書道部
書道部は、主に、学園祭での書道パフォーマンスや全日本高校・大学生書

道展への出品、京都・建仁寺での卒業制作展の開催などを目的として活

動しています。大半が未経験者ですが、卒業時には、他大学の書道部に劣

らないほどの実力を身につけることができます。さらに、「書道とはこうい

うもの」という固定的な考え方にとらわれず、自分たちにしかできない書

を打ち出せるよう、日々、試行錯誤しています。

▲ ▲

大津キャンパス

てん  こく

部活・サークル活動・自治会活動など、
多彩な団体の中から今回はこちらを
ピックアップしてご紹介します。

17 18SHIGA UNIVERSITY Public information magazine


